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抑うつの程度が潜在記憶に及ぼす影響
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論文要旨

本研究の目的は,抑うつの程度により潜在記憶のバイアスが異なるかどうか明らかにすることであった｡

126名の学生を対象に,冊子を用いた集団一斉方式で実験を行った｡はじめに単語の望ましさを5件法で評

定する学習課題を行い.足し算を行うフィラー課題の後,潜在記憶テストとして形容詞の連想課題,顕在

記憶テス トとして学習項目の自由再生課題を施行し,最後にBDIによって抑うつの測定を行った｡ 実験の結

栄,潜在記憶に関しては,軽度抑うつと重度抑うつにおいてネガティブ ･バイアスが認められたが,中等

度抑うつにおいては記憶バイアスは認められなかった｡一方顕在記憶に関しては,中等度抑うつにおいて

ネガティブ･バイアスが認められ,また先行研究からの見解とは異なり,重度抑うつにおいてポジティブ ･

バイアスが示された｡ 抑うつの程度が記憶バイアスに及ぼす影響について,潜在記憶と顕在記憶との間で

分離が生じることが示唆された｡
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問題と目的

日常生活の中で,我々の多くは憂うつな気分に

なったF)落ち込んだりしたことがあるだろうC こ

のようなときには,自分がつまらない人間である

と思えてきたり,悲観的になってしまったり,過

去の嫌なことばかりが思い出されてしまってどう

しようもなくなったりするものである｡

近年,感情と認知との相互作用について解明し

ようとする研究が盛んになり,抑うつ状態におい

ては認知が歪むことが臨床場面や実験 ･調査から

明らかになってきている1,2-｡その中でも,記憶

の特徴に関しては非常に数多くの実証研究がなさ

れ,抑うつ者の記憶はネガティブに偏っているこ

と,すなわちネガティブ ･バイアスが生じること

が見出されている (e.g,Bargh &Tota19883;Clark

& Teasdale,19824.: Kuiper& Derry,19825::

Pyszczynski,Hamllton.Herring,&Greenberg,

1989リ｡これらの研究の多くは,記憶測度として,

たとえば自由再生や手がかり再生,再認などの課

題を用いており,被験者に学習時のエピソードを

意識的に想起するよう求めている｡ この種の記憶

は顕在記憶 (explicitmemory)として知られて

いる｡ これに対して,テスト時に必ずしも先行学

習のエピソードの意識的想起を必要としない記憶

を潜在記憶 (implicitmemory)と呼ぶ｡ 潜在記

憶は単語完成課題や語幹完成課題,知覚同定課題

などによって測定される｡ たとえば単語完成課題

とは,テスト刺激として単語の断片 (fragmant)

を用いる記憶課題である (たとえば■●かたおもい''

から数文字を抜いて虫食い状態にした "_た_も

い"を呈示する)丁｡

顕在記憶と潜在記憶の区分については.認知心

理学や神経心理学の領域で1980年代後半から関

心が高まっており,健忘症患者の記憶機能の検討

を中心に数多くの研究がなされている (レビュー

として,Roediger,19908 ;Schacter,19879,を参

照)｡ その中でも特に注目されているのが,顕在

記憶と潜在記憶との分離 (dissociation)の現象

である｡ たとえば健忘症患者は顕在記憶において

は記憶機能の低下がみられるが,潜在記憶におい

ては機能は低下しない｡このような分離は健忘症

においてのみ生じる現象ではなく,加齢や不安な

どの状態においても示されている｡したがって,
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これまで主に顕在記憶の測度を用いてきた先行研

究から見出された抑うつにおける記憶のネガティ

ブ ･バイアスは,潜在記憶においては生じないと

いう分離が示される可能性が想定される｡

また,日常生活において顕在記憶が用いられて

いるのほほんの一部に過ぎず,潜在記憶が日常の

活動の重要な決定要素であることが指摘されてい

る】o･11｡ したがって,抑うつと潜在記憶に関して

明らかにすることが重要であると考えられる｡

このような中,1990年代初めより抑うつと潜

在記憶とに関する研究が増加してきた｡そして,

顕在記憶においては抑うつ者の記憶機能は低下す

るが,潜在記憶では低下しないという分離現象が

数々の研究からほぼ一貫して示されている12〉-1㌦

さらに,抑うつ者の記憶は顕在記憶ではネガテ

ィブ ･バイアスが生じるが,潜在記憶ではバイア

スが生じないという分離も幾つかの研究から示さ

れている｡ たとえばDenny&Hunt(1992)15'は,

顕在記憶の測度として自由再生課題を,潜在記憶

の測度として単語完成課題を用いて,抑うつ者と

非抑うつ者の記憶の比較を行った｡実験の結果,

抑うつ者はポジティブな単語よりもネガティブな

単語を多く再生し,非抑うつ者ではその道にポジ

ティブな単語を多 く再生することが示されたが,

潜在記憶では抑うつの影響は認められなかった｡

Watkins,Mathews,Williamson,&Fuller(1992)16'

もまた,手がかり再生課題と語幹完成課題を用い,

抑うつ者と非抑うつ者を比較し,同様のパターン

を示している｡すなわち,これらの先行研究では,

潜在記憶においては抑うつ者の記憶のネガティ

ブ ･バイアスは生じないという分離が生じている

といえる｡

しか しこの分離 に関 して,Roediger&

McDermott (1992)lT'は,記憶課題で求められ

る処理の違い,すなわちデー タ駆動型処理

(data-drivenprocessing)と概念駆動型処理

(conceptuallydrivenprocessing)との相異に関

する問題を指摘している｡データ駆動型処理とは,

刺激の知覚的形態によって駆動される表層的な処

理のことであ り,知覚駆動型 (perceptually

driven)とも呼ばれる｡一方概念駆動型処理とは,

刺激の意味や概念に関するより深い処理を指すC

抑うつ者の潜在記憶においてネガティブ･バイア

スを示していない先行研究で潜在記憶測度として

主に用いられていた単語完成課題や知覚同定課題

は,刺激の知覚的形態によって認知的処理が駆動

されるものであり,データ駆動型処理を反映する

ものといえる｡ しかし,抑うつは精練化処理に影

響を及ぼすとことが指摘されており18′,そのため

データ処理を反映する潜在記憶測度を用いている

先行研究では,ネガティブ ･バイアスが認められ

なかったのではないかとRoediger&McDermott

は述べている｡ そして,テスト時に刺激の意味に

注意を向けさせ概念的処理を要するような概念駆

動型潜在記憶テス トを用いた場合には,ネガティ

ブ･バイアスが生じる可能性があるということを

彼らは示唆している｡

この指摘に基づき,Watkinseta1.(1996)ll･

は,概念駆動型処理を反映すると考えられる自由

連想課題を用いて,うつ病患者の潜在記憶バイア

スを検討した｡結果,うつ病患者はネガティブ語

を多 く産出するという気分一致パターンを示し

た｡すなわち,概念駆動型潜在記憶テストでは抑

うつにおいてネガティブ ･バイアスが生じること

が示された｡

また田上 (1999)ユ9･は大学生を対象に,デー

タ駆動型テストと概念駆動型テストの両方を用い

て抑うつにおける潜在記憶バイアスを検討してい

る｡実験では,ポジティブ語とネガティブ語を学

習させた後,データ駆動型テストでは語幹完成課

題を,概念駆動型テス トでは連想課題を施行し,

抑うつ傾向の高低間で学習語の産出数の比較を行

った｡ 結果,データ駆動型テストでは抑うつ傾向

の高低で差はみられなかったが,概念駆動型テス

トでは,抑うつの高低によって,連想の産出数に

差が認められた｡ しかLWatkinseta1.11'とは反

対に,高抑うつ者においてポジティブ語の再生が

多 く,抑うつ傾向が高いと潜在記憶にポジティ

ブ ･バイアスが生じることが示唆された｡

概念駆動型潜在記憶テス トを用いたこれら2つ

の研究は,Watkinseta1.11､ではネガティブ･バイ

アスが,田上19ノではポジティブ ･バイアスが生

じるという正反対の結果となっている｡ なぜこの

ような正反対の結果となったのであろうか｡

Watkinseta1.11の対象はうつ病入院患者であ

り,抑うつ尺度 (BeckDepressionInventory:

BDI)の平均得点は29.00(SD-9.27)であった｡

これに対し,田上19′では大学生を対象としてお

り,高抑うつ群の平均BDI得点は18,54(58-3.60)

であった｡この対象の違いや抑うつの程度の違い

が,バイアスの方向に影響している可能性がひと

つに考えられる｡
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そこで本研究では,抑うつの程度の違いに着目

し,抑うつの程度によって潜在記憶バイアスの方

向が異なるかどうかを明らかにすることを目的と

する｡また従来,抑うつにおいてネガティブ･バ

イアスがほぼ一貫して認められている顕在記憶に

ついても併せて検討する｡

方 法

実験計画

第1要因を抑うつの程度 (非抑うつ ･軽度 ･中

等度 ･重度 ;被験者間),第2要因をプライミン

グ (学習 ･未学習 ;被験者内),第3要因を刺激

の感情佃 (ポジティブ ･ニュー トラル ･ネガティ

ブ ;被験者内)とする3要因計画とした｡

被験者

専門学校生126名を対象に実験を行った｡欠損

値のある者15名を除いた111名 (男子36名 ･女子

73名 ･不明2名)を分析対象とした｡平均年齢

は20.78歳 (SD-0.80)であった｡抑うつの程度は

BDI20)によって測定したoBDIは21項目から成り,

各項目に含まれる4から6つの質問文の中で現在

の状態に最も当てはまる文を1つずつ選択するも

のである｡得点範囲は0から63で,得点が高 く

なるほど抑うつが重度であることを示す｡程度の

区分のカットオフ ･ポイントについてはウイリア

ムス (1993)2日に基づき,0から13点を非抑う
つ,14から20点を軽度,21から26点を中等度,

27点以上を重度とした｡非抑うつ群は40名,檀

度抑うつ群は44名,中等度抑うつ群は16名,重

度抑うつ群は11名であり,各群のBDI平均得点は

順に,8.63,16.68,23.00,31.46であった｡

刺激

秋田 (1973)22)の形容詞の連想反応出現傾向

をもとに,連想価が偏らないよう配慮し,ポジテ

ィブ,ニュー トラル,ネガティブの形容詞連想対

各12対,計36対を作成 した (たとえば …楽 し

い一おもしろい","低い-高い","つらい-普

しい")｡連想対の刺激語を潜在記憶テス トの手

がかり語に,反応語をターゲットに設定した｡な

お,ターゲット36語はターゲットA18語,ターゲ

ットB18語に二分した｡また学習時に呈示するフ

ィラー語として連体詞8語を用いた｡学習リス ト

はフィラ一語8語とターゲットAもしくはB18語

の計26語から構成され,潜在記憶テス トでは手
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がかり語36語を呈示した｡

課題

学習課題では,ターゲットAもしくはBとター

ゲットの最初と最後にフィラー語を4語ずつ加え

た26語の学習リス トの各単語について,社会的

に望ましいかどうかを5作法 (1;望ましくない

～5;望ましい)で評定させた｡

学習-テストの間にフィラー課題を設けた｡フ

ィラー課題では,横に並んだ数字の隣同士を足し,

和の一桁目の数字を間に記入させた｡所要時間は

1-2分程度であった｡

潜在記憶テストでは,形容詞の連想課題を行っ

た｡36語の手がかり語各語から最初に思い浮か

んだ形容詞 1語を記述するよう求めた｡

顕在記憶テス トでは,自由再生課題を行った｡

学習課題で呈示された単語を思い出して記述する

よう求めた｡

手続き

冊子を用いた集団一斉方式で実験を行った｡冊

子はB4用紙6ページから成り,(丑フェイス･シー

ト,②学習課題,③フィラー課題,④潜在記憶テ

ス ト,⑤顕在記憶テス ト,⑥BDIの順に構成され

た｡施行時には1ページ目から順に進めること,

先のページを見ないこと,前のページには決して

戻らないことを教示した｡なお,学習リストにタ

ーゲットAを含む冊子AとターゲットBを含む冊

子Bの2種類の冊子を配布した｡

結 果

潜在記憶

刺激の感情価及び学習の有無別に,正しく産出

されたターゲットの数を算出した.なお同じ単語

を複数産出している場合は全て1とカウントし

た｡図1に学習語における各群の刺激の感情価別

平均正産出数を示した｡

ターゲットの正産出数について,抑うつの程度

(4)×プライミング(2)×刺激の感情価(3)の3要因分

散分析を行ったところ,プライミングの主効果,

刺激の感情佃の主効果,抑うつ×プライミング×

感情価 の 2次 の交 互作 用 が有 意 で あ った

(FY1.107)-6.02,p<.05;F(2,214)-3.05.p<.05;

FY6,214)-2.41,p<.05)｡プライミングの主効果に

ついては,学習語が末学習語よりも有意に多く産

出されていることが示され,プライミング効果が
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図1 各群の学習語における感情価別ターゲット平

均正産出数 (潜在記憶)

示された｡刺激の感情価の主効果については,ニ

ュー トラル語よりもネガティブ語が有意に多かっ

た (p<.05).

2次の交互作用について単純交互作用の検定を

行ったところ,学習語における抑うつの程度とタ

ーゲ ッ トの感情価 の交互作用が有意であった

(Ft6,428)-3.12,p<.01)｡さらにこの交互作用に

ついて単純 ･単純主効果の検定を行った結果,軽

度抑うつ群においてポジティブ学習語よりもネガ

テ ィ ブ 学 習 語 が 有 意 に 多 く 産 出 さ れ

(Ft2.428)-3,25,p<.05),また重度抑うつ群におい

てポジティブ学習語,ニュー トラル学習語よりも

ネガティブ学習語が有意に多 く産出されている

(Ft2,428)-7.46,p<.01)ことが示 された.なお非

抑うつ群と中等度抑うつ群においては,感情価の

違いによって産出数に差は認められなかったC

昂頁在記憶

図2に各群の感情価別ターゲ ット平均再生数を

示 した｡再生数について抑うつの程度(4)×刺激の

感情価(3)の 2要因分散分析を行ったところ,抑う

つの程度と刺激の感情価の交互作用が有意であっ

た (F(6,214)-2.35,p<,05)｡単純主効果の検定を

行った結果,中等度抑うつ群においてポジティブ

語よりもニュー トラル語,ネガティブ語が有意に

図2 各群の感情価別ターゲット平均正再生数

(顕在記憶)

多 く再生され (Ft2.214)-5.69,p<.01),重度抑 う

つ群においてネガティブ語よりもポジティブ語が

多い傾向であり (Ft2,214)-2.59.p<.10),またポ

ジティブ語において中等度抑うつ群よりも重度抑

うつ群で有意に多 く再生されていることが示され

た (F(3.321)-3.72,p<.05)a

考 察

本研究では,抑うつの程度の違いに着目し,抑

うつの程度によって潜在記憶バイアスの方向が異

なるかどうかを明らかにすることを目的に実験を

行った｡結果,潜在記憶テス トでは,軽度抑うつ

群と重度抑うつ群においてネガティブ語が有意に

多く産出され,潜在記憶のネガティブ ･バイアス

が生じたといえよう｡ しかし中等度抑うつにおい

てはバイアスは認められなかった｡また顕在記憶

テス トの結果,軽度ではバイアスは生 じないが,

中等度の抑うつにおいてはネガティブ ･バイアス

が,重度では従来の見解 とは異なり,ポジティ

ブ･バイアス傾向が示されたc Lたがって,抑う

つの程度の違いによって記憶バイアスの有無及び

方向は異なるといえよう｡

潜在記憶に関しては,軽度と重度の抑うつにお

いてはネガティブ ･バイアスが生 じていることか

ら,Roediger& McDermottHの指摘のように,
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概念駆動型テストを用いた場合には,潜在記憶バ

イアスが生じる可能性があると考えられる｡この

ことから,Williamsetal.18)が提唱しているよう

に,抑うつは知覚的処理や形態的処理ではなく,

意味的処理や概念的処理に影響を及ぼすというこ

とが示唆される｡ただし本研究では,中等度の抑

うつではバイアスは生じなかった｡

概念駆動型テストを用いて抑うつにおける潜在

記憶を検討している研究は非常に数少ないが,た

とえばWatkinseta).(2000)】0)は2つのデータ

駆動型テス トと2つの概念駆動型テス トの4つの

記憶テストを用いて,うつ病患者における潜在記

憶バイアスを検討している｡実験の結果,バイア

スが示されたのは2つの概念駆動型テストのうち

1つにおいてのみであった｡この先行研究の実験

結果をふまえると,概念駆動型処理を反映すると

考えられる潜在記憶テストを用いた場合であって

ち,課題の違いや抑うつの程度の違いによって,

ネガティブ ･バイアスが生じるかどうかが変わっ

てくることが推察されるoWatkinselal.10-も述

べているが,概念駆動型処理は,抑うつにおいて

潜在記憶バイアスが生じる必要条件ではあるが十

分条件ではないといえよう｡

一方,顕在記憶に関しては,軽度抑うつではバ

イアスは生じなかったが,中等度ではネガティブ,

重度ではポジティブなバイアスが生じている｡こ

れまで顕在記憶を主な測度としてきた抑うつと記

憶に関する数多くの先行研究から,抑うつの程度

が重くなるにつれ,ネガティブな記憶の促進も直

線的に増加していくと考えられてきているが231,

本研究では顕在記憶バイアスに直線的な傾向は示

されなかった｡この点に関しては,潜在記憶と併

せ後述したい｡

本研究の潜在記憶と顕在記憶の結果を,バイア

スの有無及び方向という観点で照らし合わせる

と,図3のようにまとめることができる｡図より,

非抑うつにおいては潜在 ･顕在記憶ともにバイア

スは生じていないが,軽度と中等度においてはネ

ガティブ ･バイアスの有無が潜在 ･顕在とで逆に

なっていることがわかる｡さらに重度においては,

潜在記憶バイアスと顕在記憶バイアスの方向が対

称的となっている｡このことから,抑うつの程度

によってバイアスの有無及び方向に,潜在記憶と

顕在記憶の分離が生じる可能性が示唆される｡

では,なぜ抑うつの程度の違いでバイアスの有

無や方向が異なり,分離が生じたのだろうか｡

ポジ
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ィ
ブ
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ー

ネカ
テ

ィ

フ

バ

イ

ア
ス
の
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- 潜在記憶

塁頁在記憶 ′

非抑うつ 軽度 中等度 重度

抑うつの程度

図3 抑うつの程度と記憶バイアスの有無及び方向

ひとつには,抑うつの程度によって,抑うつの

質自体が異なるのではないかという可能性が考え

られる｡たとえば,うつ病入院患者と抑うつ傾向

の高い健常大学生とでは,抑うつ気分の程度は同

じであったとしても,認知構造や生物学的神経学

的側面に大きな相違があり,この相異が記憶過程

にも影響を及ぼしているという可能性も考えられ

よう｡また臨床的な抑うつという母集団と非臨床

的母集団という2着間の相異のみならず,本研究

で設定したような幾つかの段階で質的違いがある

ことも考えられうる｡さらには測定されている抑

うつが特性であるか状態であるかという問題も影

響しているかもしれない｡こういった問題は病理

の連続性を仮定するかどうかに関わるものである

と考えられるが,今後の研究では,こういった抑

うつの質的な相異に着目することが重要であると

考えられる｡また抑うつの指標としてBDIやSDS

などの質問紙だけではなく,他の指標による測

定･分類も必要であるだろう｡

第二に,上述の抑うつの質的相異にも関連する

が,ネガティブな気分を低減しようという動機づ

けの働きの影響が記憶バイアスに及ぼされるので

はないかということが考えられる.人は一般的に

ポジティブな気分は持続させようとするが,ネガ

ティブな気分は軽減 ･横和させようとする動機づ

けが働くと考えられている24㌧ そして,特にネガ

ティブな気分にある者はその気分を軽減 ･緩和さ

せようとするために,反対のポジティブな感情価

を持つ情報を選択的に処理し,気分不一致的なバ

イアスを生じさせることもあることが示されてい

る25)27)｡したがって,抑うつ状態はネガティブな

気分にあり,それを軽減するためにポジティブな

情報に目を向け,結果としてバイアスが生じなか

ったりポジティブ ･バイアスが生じたりする可能

性があるのではないかと考えられる｡そしてこの
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動機づけの働きが,ある抑うつの状態では顕在記

憶に影響を及ぼし,ある状態では潜在記憶に影響

を及ぼすというように,抑うつの質の違いと関連

しているのではないだろうか｡

今後の抑うつ一記憶研究においては,このよう

な抑うつの質の違いや媒介変数としての動機づけ

に目を向けることが必要なのではないかと考えら

れる｡どのような抑うつの状態でネガティブ ･バ

イアスが生じ,また生じないのかを明らかにする

ことは,抑うつ症状を訴える患者や相談者を援助

する臨床場面や日常生活においても役立ち得るも

のである｡今後より精微な研究によって知見を重

ね,抑うつにおける記憶のメカニズムを解明して

いくことがのぞまれよう｡
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